
－ 111 －

海洋情報部研究報告 第 54 号 平成 29 年 3 月 27 日
REPORT OF HYDROGRAPHIC AND OCEANOGRAPHIC RESEARCHES No.54 March, 2017

IODE-QMFと海洋データ管理の動向†

永井　豪＊1，浅原　悠里＊2，苅籠　泰彦＊2

Introduction to IODE’s QMF and quality management examples by  

some local oceanographic institutions†

Go NAGAI＊1, Yuri ASAHARA＊2, and Yasuhiko KARIGOME＊2

Abstract

International Oceanographic Data and Information Exchange （IODE）, which is a program of UNESCO 

Intergovernmental Oceanographic Commission, has been playing a role of promoter for secondary use of 

oceanographic data for more than 50 years. At the 22nd session of the IODE Committee in March 2013, 
IODE established the “IODE Quality Management Framework （QMF） Project” in order to improve the 

quality of distributed oceanographic data. In this report, we introduce this IODE-QMF project and some 

examples of data quality management implemented by several foreign and domestic oceanographic 

institutions.

1　はじめに
国 際 海 洋 デ ー タ・ 情 報 交 換 シ ス テ ム

（ I n t e r n a t i o n a l  O c e a n o g r a p h i c  D a t a  a n d 

Information Exchange.以下，IODEという）はユ
ネスコ政府間海洋学推進委員会によるデータ共
有・交換の促進を行うプロジェクトである．
IODEではデータ交換を実施するため，様々なマ
ニュアルや手引書の整備，ベストプラクティス事
例を収集し共有している．IODEは 2013 年の
IODE22 回会合において，新たに品質管理に関す
る プ ロ ジ ェ ク ト IODE-QMF（IODE-Quality 

Management Framework）を開始することとなっ
た．本章では IODEが IODE-QMFを導入した経
緯について紹介するとともに，本件に関連した

オープンサイエンスの動向を簡単に述べる．

1.1　IODE-QMFが導入される経緯
IODEにおいて品質管理が検討されることに
なったのは 2009 年の IODE20 回会合に遡る．
I O D E は W M O（Wo r l d  M e t e o r o l o g i c a l 

Organization）の進めるWMO統合全球観測シス
テ ム（World Meteorological Organization 

Integrated Global Observing System. 以 下，
WIGOSという）プロジェクトの協力機関となっ
ており，WIGOSプロジェクトにおいて，IODE

の 進 め る IODE-ODP（IODE-Ocean Data Portal 

project：各国海洋データセンターの保有するデー
タへのオンラインアクセスを可能とする IODEの
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プロジェクト）とWMO情報システムの間の相
互運用性を向上させることでリアルタイム及び遅
延モードの利用の可能性を向上させることを目的
としていた．このため，各国海洋データセンター
（National Oceanographic Data Center. 以下，

NODCsという）は IODEの ODPデータ提供者
としてWIGOSフレームワークへ歴史的及び近年
のデータを提供することが求められていた．この
ような背景のもとで，上記の IODE20 回会合にお
いて NODCsはWIGOSへのデータ提供を求めら
れており，そのためには広範なユーザーの要件を
満たす品質を持ったデータを提供することが必要
であることが報告され，その対応について IODE

事務局が検討することとなった．
2011 年の IODE21 回会合においては世界デー
タセンター（World Data Center）から世界デー
タシステム（World Data System.以下，WDSと
いう）に移行することが紹介された．WDSは品
質保証されたデータへのアクセスを目的として掲
げており，NODCsとWDSとの関係性も踏まえ
て品質管理のあり方を議論するための会期間作業
部会が IODE21 回会合において設立された．これ
までは，IODEとWDCに直接のメンバーシップ
等の関係性はなかったが，NODCsは集めたデー
タのアーカイブ機関としてWDCを活用してい
た．WDSは，その構成として，データやデータ
プロダクトを提供するレギュラーメンバー，デー
タセンターを取りまとめる主体であるネットワー
クメンバー，データ自体は提供しないがデータ引
用の協力等サポートをするパートナーメンバー等
から構成される．このため，今後 IODEとWDS

がどのように関わっていくかを検討することとな
り，そのための会期間作業部会が設立された．
WDSはその目的として品質保証されたデータへ
のアクセスを掲げていたため，2009 年からの引
き続きの課題である品質保証についてどう考える
かも，同作業部会において合わせて検討されるこ
ととなった．
結果，IODEは 2013 年にWDSのネットワーク
メンバーとなり，WDSの規定に従い NODCsは

WDSの定める品質管理に関する基準を満たすこ
とが求められた．IODE-QMFはこれを踏まえて
開始されたものである．
このようにWMOやWDSという，海洋学以外
の分野からの要請により IODEにおける品質管理
プロジェクトは開始された．WMO及びWDSは，
品質管理の基準として「製品やサービスの品質保
証を通じて顧客満足向上と品質管理システムの継
続的な改善を実現する国際規格」である ISO9001
を推奨しており，IODE-QMFでも ISO9001 が品
質管理の基準として採用されている．

1.2　オープンサイエンスの動向
オープンサイエンスは科学研究をより開かれた
活動へと変革していく活動である．その取り組み
としては，大きく公的資金を得た研究成果は誰で
も読めるようにするオープンアクセスと，公的資
金を用いて得られた科学データを誰でも使えるよ
うにするオープンデータの 2つがある．
オープンサイエンスの重要性については，2004
年のOECD（Organization for Economic Co-

operation and Development：経済協力開発機構）
科学技術会合や，2013 年の G8 科学技術大臣会合
等で取り上げられている．日本国内でもこの流れ
を受けて，どのようにオープンサイエンスを推進
していくかという議論が現在内閣府を中心に行わ
れており，研究機関を中心にデータ管理に関する
規定の検討が始まっている．
オープンサイエンスにおいては，公開された
データの品質を確保することが重要である．誤っ
たデータの拡散による，誤認識が広がる恐れがあ
る他，1次配布データは正しいにも関わらず加工
者が誤ることもあるため，特にデータのトレーサ
ビリティを確保していくことが求められる．また，
NODCs側にとってもデータセンターの活動につ
いて透明性を確保し，データ提供機関からの信頼
性を向上させることはデータ提供者を増やすため
には必要である．
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2　品質管理フレームワーク
2.1　IODE-QMF

IODE-QMF の目的は，NODCs に ISO9001 に
基づいた品質管理システムを導入し，セキュアな
データアーカイブを確保することにより流通する
データの品質を向上させ，更に，そのことにより
利用者の信頼性を高め IODEの利用を促進するこ
とである．そのため，IODEは NODCsに対し品
質管理の枠組みを定め，その内容について IODE

の認証を受けることを推奨している．
IODEの認証を受けるには，品質管理における
7つの原則（品質管理 7原則）に沿って品質管理
システムを確立し，その内容を品質マニュアルと
して文書化しなければならない．これは，IODE

が品質管理の基準として推奨している ISO9001
が求めている品質管理の原則でもある．

2.2　品質管理 7原則
品質管理 7原則は，ISO9001 が品質管理システ

ムに組み込むことを要求している規格要求事項
で，システムの骨組みとなる概念を示しており，
この原則を土台に品質マニュアルを作成しなけれ
ばならない．以下，各原則の概要を示す．

2.2.1　原則 1「顧客重視」
顧客重視とは，「顧客の要求事項を満たし，顧
客の期待を上回るように努力すること」と定義さ
れており，これにより，顧客価値の増加，顧客満
足度の向上などが期待される．顧客の満足は組織
にとって究極の目的であり，単に顧客を中心に考
えた組織運営を行うのではなく，顧客自身もマネ
ジメントシステムの一環として取り組み，顧客の
要求と期待に応えることとなっている．また，顧
客とは，利害関係が発生する相手のことだけでな
く，組織が提供するサービスに関わる全ての人の
ことを指す．

NODCsでは，データの利用者だけでなく提供
者もまた顧客である．利用者の立場における顧客
重視とは，流通しているデータがすぐに検索可能
で，データが誰にでも使い易く，またデータに関

する疑問については迅速に対応できる体制が確立
されていることである．データ提供者の立場から
は，NODCsの作業の信頼性が高いこと，データ
提供者の権利が保護されること，データ利用状況
のフィードバックがあること等が上げられる．

2.2.2　原則 2「プロセスアプローチ」
プロセスアプローチとは，組織目標を効率的に
達成するため「個々の作業が本当に必要なプロセ
スに基づいて行われているか，作業工程の中に無
駄な手順などはないか」を見直し，各プロセスの
連続により組織目標の達成につなげることであ
る．
プロセスアプローチには，プロセス手法という
作業工程を明確化し，作業の品質を一定以上に保
つ品質管理の枠組みを作成する手法が取られてい
る．1つの作業の中のインプットをアウトプット
に変換する際の一単元の作業であるプロセス毎に
プロセスオーナーと呼ばれる責任者を置くことに
より，組織内部の責任の明確化が計られ，そのプ
ロセスの正当性へのアプローチが結果的に組織目
標の効率を上げるとされている．
データ管理のプロセスを一例としてあげると

（Fig. 1），データ収集からデータ受領，そしてそ
のデータの登録までを 1 つのプロセスとし，各
データの品質管理が，また 1つのプロセスとなる．
データの品質管理を検証し，データをデータベー
スに登録する作業も 1つのプロセスであり，デー
タを提供する手順もプロセスとなる．これらのプ
ロセスに無駄がないかなどの検証を行うことがプ
ロセスアプローチとなる．

2.2.3　原則 3「リーダーシップ」
リーダーシップとは，「あらゆるレベルで組織
の目的と方向の一貫性を確立し，内部環境を創造，
維持し，その中で組織内の人々は組織の目標達成
に取り組む」と定義される．組織のトップである
リーダーが将来に対する明確なビジョンを描き，
それを「言語化」「成文化」することにより組織
全体に組織の使命，戦略，方針及びプロセスを分
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かりやすく周知することが求められている．
品質マニュアルにおいては最初に一章を割い
て，その組織の目標等を明記する．これはリーダー
が変わっても変更されないその組織において不変
の目標を意味する．

2.2.4　原則 4「人々の積極的参加」
「リーダーが掲げた目標を組織全体で把握し，
組織目標の達成のために何ができるのかを組織全
体で考え，組織の能力を強化する」ということが
人々の積極的参加である．品質管理システムに携
わる組織内の全ての人が参加することが求めら
れ，教育を通じて組織内の知識や経験の共有を促
進し，組織内の全ての人が果たすべき役割の重要
性を理解する必要がある．
この事項で求めている組織内の教育や知識や経
験の共有体制については，外部監査等においてよ
く問われる点であり，業務に係わる個々人が内容
をよく理解する必要があるとしている．

2.2.5　原則 5「改善」
単に問題点を改善していくことだけではなく，
現状に問題が発生していなくても，改善項目は無
いのかを絶えず考え，品質管理の最適化を目指す
ことが，本原則の「改善」が求めている事項であ
る．

2.2.6　原則 6「客観的事実に基づく意思決定」
組織の目標は，抽象的なスローガンや標語では
なく，客観的な事実であるデータや情報の分析・
評価などに基づき，具体的で明確なものが要求さ
れる．明確な意思決定が重要であり，そのために
は，収集したデータや顧客の要求などをただ単に
記録として残すのではなく，後に活かせる形での
記録をとることが重要である．

2.2.7　原則 7「関係性管理」
組織と組織を取り巻く利害関係者とは，対等の
立場にあり平等であるという考え方に基づき，関
係する全ての人が協力し，顧客満足という共通の
目的に向け互恵関係を計ることを目指すことが求
められている．

2.3　品質管理システムと品質マニュアル
前述した品質管理 7原則は，業務を継続的に改
善し，品質管理システムを円滑に進めるための手
法 で あ る PDCA サ イ ク ル（plan-do-check-act 

cycle）に組み込まれて運用される（Fig. 2）．
この PDCAサイクルは，顧客の要求事項に対
応（顧客重視）し，関連当事者のニーズ（関係性
管理）を叶えるために「計画」し，その計画をリー
ダーが判断（リーダーシップ）し，その要求事項
をプロセスに落とし込み（プロセスアプローチ），
組織全体が参加（人々の積極的参加）する中で「実
行」に移される．そして，そのシステムが正しく

Fig. 1．Image of the process in the oceanographic data management.
図 1．海洋データ管理におけるプロセスのイメージ．
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運用されているか，実施状況の評価（客観的事実
に基づく意思決定）に基づき「検証」され，シス
テムが改善される．改善されたシステムは，また
「計画」から「実行」と次のサイクルに続いていく．
このサイクルが成立することにより，品質管理
システムが完成となる．そして，このサイクルを
品質マニュアルとして全て文書化することが
IODE-QMFと ISO9001 の両方で求められている．

3　各国におけるデータ管理
IODE-QMFの枠組みでは 2015 年 3 月にベル
ギー及び中国海洋データセンターが初めて IODE

の認証を受けた．しかし，IODEにおいて各国の
海洋データセンターをリードしているのは英国及
び米国である．2016 年 3 月に英国海洋データセ
ンター（British Oceanographic Data Center. 以下，
BODCという）を訪問する機会を得たため，本
章では海外事例として英国の状況を紹介する．な
お，米国でも Rolling Deck to Repositoryという
国や研究機関の調査船のデータを直接管理する興
味深い取組が行われている．

3.1　英国海洋データセンターの概要
BODCは，当初は英国海洋データサービスと
いう名称で，1969 年，IODEの枠組みに基づき，
海洋データを収集及び提供する事を目的として設
置された国立の海洋データセンターである．2010
年からは，政府直轄の研究委員会のひとつである，

自然環境研究委員会（the Natural Environment 

Research Council.以下，NERCという）の下の
国立海洋学センターに属している．英国国内だけ
で は な く，Argo（A Global  Ar ray for 

Temperature/Salinity Profiling Floats） 計 画 や
GEOTRACES（An International Study of the 

Marine Biogeochemical Cycles of Trace Elements 

and Their Isotopes）等様々な国際プロジェクト
にも参画している，世界で最も精力的に海洋デー
タセンターの活動を行っている機関のひとつであ
る．

BODCの予算の多くは NERCから得ているが，
各プロジェクトからも獲得している．また，所属
する職員は IT及び海洋学の専門家である 50 人を
要し，業務の役割分担や責任を明確にしている．
例えば，2015 年度ベースでは，予算を「BODC

の運営資金」，「NERCのプロジェクト」，「国内外
の 外 部 プ ロ ジ ェ ク ト 」，「NOC（National 

Oceanography Center）プロジェクト」に割り振
るとともに，常勤職員の処理できる仕事率をフル
タイム当量（full-time equivalent）という単位で
数値化し，業務毎に予算のソース及び配分並びに
必要とされる業務量として可視化している．その
ため，後述 3.2 で触れるプロセス手法からもわか
るように，BODCでは業務や責任者の役割が明
確であり，効率的な組織運営がされている．

3.2　BODCにおける品質管理方針
BODCでは，IODE-QMFの認証は取得してい
ないが「BODC Quality Policy & Principles」とい
う独自のシステムを設けている．
「BODC Quality Policy & Principles」は，IODE-

QMF及び ISO9001 に沿った形で「責任者」，「計
画」，「改善」等に関するドキュメントを整備して
いるもので，利便性を考慮して，近年ドキュメン
トの管理方法をMS wordから htmlへ変更した．
各ドキュメントには責任者が存在しており，すべ
ての職員は閲覧可能であるが，修正は責任者を通
じて行う．英国では個々の仕事に対して個々の説
明責任が必要という考え方であるため，品質管理

Fig. 2．PDCA-model ISO9001: 2015.
図 2．ISO9001：2015 PDCAモデル．
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システムにおいても各作業で責任を明確化するプ
ロセス手法が重視されている．

3.3　BODCのデータ品質管理の特徴
以下にデータ収集のプロセスの例を示す．

NERCに所属する 4隻の調査船の調査の場合，リ
エゾン（連絡要員）が調査計画を立て乗船し，
ADCPのログ等海洋データを取得し，そのデータ
を確認する仕組みが確立している．
データ提供では，データ利用者のニーズに応え
るため，またデータ提供者が提供方法を簡便にす
るため，データ提供を準リアルタイム化してきて
いる．グライダー等自律型海洋観測機器において
は，以前は，毎週あるいは毎月といったインター
バルでデータを収集してきたが（遅延モード），
現在は衛星通信によりほぼリアルタイムで収集で
きるようになった．これは Argoから学んだ方法
を応用している．準リアルタイム提供を行うため
に，効率的な自動処理の手法を取り入れている他，
データマネジメントコストも検証の際に考慮され
ている．Argoデータにおける準リアルタイム提
供では，データを収集，アーカイブした後，デコー
ド及び自動 QC（Quality Control）処理を行うと
ともに，データ及びメタデータをデータテーブル
に登録しフォーマット変換を行う．18 時間以内
で完了させ，ユーザーに届けるようにしている．
関係性管理の 1例として，プロジェクトを開始
するにあたって関係者とオープンデータポリシー
の合意を行っている．これは，Argoで得た教訓
である．また，国際的なプロジェクトとの強固な
結びつきや QCに対する合意も必要である．全て
の観測結果が準リアルタイムでかつ十分な QC処
理がされていることは望めない事から，QCが不
十分なデータや遅延モードデータについても並列
に処理できることを重視している．BODCでは
厳格なデータ管理を実施したうえで保管されてい
るデータセットを提供する「公開データライブラ
リー（Public Data Library.以下，PDLという）」
を英国国立図書館と協力して運用している．PDL

では提出されたデータセットの品質を確認し，受

領に足ると判断したデータセットに「デジタルオ
ブジェクト識別子（Digital Object Identifier.以下，
DOIという）」を発行している．BODCにおいて
は，提供者と連絡してメタデータ内容等を確認し，
データセットの引用環境を整える．そして，PDL

に登録されたデータは永遠に保存される．
BODCでは観測成果のデータだけでなく調査
計画も収集している．1947 年に英国内の航海カ
タログの整備を開始し，現在約 15000 航海を登録
している．英国の航海カタログは航海報告を包括
しており，航海後 1 週間以内に航海概要報告
（Cruise Summery Report.以下，CSRという）を
提出することになっている．英国内の航海計画，
CSRについては英国にある調査機関の内，大き
な船を有する組織についてはほぼすべてカバーで
きている．
これらの航海情報は NERC，NERCのパート
ナー，英国政府機関，英国内で調査を行う他国の
機関から受領している．また，提供先は BODC

の Web サ イ ト の ほ か，SeaDataNet，ICES

（International Council for the Exploration of the 

Sea），POGO（International Research Vessels 

Cruise Programmes）及びEUROFLEETSプロジェ
クトであり，EUや全球のプロジェクト等とも連
携 し て い る． な お，SeaDataNet 及 び
EUROFEETSプロジェクトは既に終了している．
英国では上記からわかるように，データ所在の
把握から提供・保管までのサイクルが確立してい
る．これは，近年，NERCがデータポリシーの確
立に積極的に取り組んだ結果であり，NERCから
予算を得ている組織は，データポリシーを定めな
くてはならなくなったことが大きい．加えて，政
府がデータシェアリングを推進していることによ
り，BODCは海洋調査機関等からデータを入手
しやすくなっていることも影響していると考えら
れる．

4　データ管理の国内の動向
オープンサイエンスの推進もあり，近年観測
データを取扱う官庁・研究機関はデータポリシー
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を定め始めている．以下，日本海洋データセンター
（Japan Oceanographic Data Center. 以 下，JODC

という）の品質マニュアル策定にあたり，参考に
なると思われる機関から情報収集を実施したた
め，その概要を述べる．

4.1　海洋研究開発機構のデータ管理
海洋研究開発機構（Japan Agency for Marine-

Earth Science and Technology.以下 JAMSTECと
いう）では，「データ・サンプルの取り扱いに関
する基本方針（データポリシー）」を定め，デー
タ管理に関する規則はこのデータポリシーを筆頭
とし 4段階の重層的な構造によってデータが管理
されている．
第 1 段階では，全体の方針であるデータポリ
シーを設定し，第 2段階で「データ・サンプル取
扱規定」を定め，データポリシーの内容をより具
体的な言葉で表現し規則化している．更に組織体
制とデータの公開・管理ルールも第 2段階の内容
に記載している．第 3段階では，「航海により得
られた調査観測データ・サンプル取扱規定」を定
め，データの対象を絞り，具体的なルールを記述
し，提出期限など作業に係る事項を細かく定めて
いる．その結果，作業者に最も読まれる内容となっ
ている．第 4段階では，「航海により得られた調
査観測データ・サンプル公開細則」を定め，第 3
段階の取扱規定中のいくつかの項目について詳述
をしている．これらの規則は，公募航海応募要領
として公開されている．

JAMSTECのデータ収集・保管については，首
席研究者が全て取りまとめてデータ管理部門に提
出するという形をとっているが，定常観測データ
や潜水船取得データは船舶の運航会社が代理提出
する．その場合でもデータは首席研究者が全て確
認することになっている．また，提出されるすべ
てのデータには，誰がどのような手法で品質管理
を行ったかということが記載されている Read me

ファイルを添付することとなっている．
JAMSTECは組織外の研究者が首席研究者とし

て乗船することも多いため，取得したデータの権

利を明確にすることが必要とされる．なお，首席
研究者のデータ提出においては，取得者の権利を
保護するため，一定の Embargo（利用禁止）期
間を設けている．

4.2　国立研究開発法人水産研究センター中央水
産研究所のデータ管理
国立研究開発法人水産研究センター中央水産研
究所（以下，中央水研という）では，2016 年 3
月にデータポリシーを定め，公開している．中央
水研においてもデータポリシーは多層構造となっ
ている．データポリシー策定以前は，中央水研が
取得したデータという明確なクレジットを付ける
ことなく，職員が個々にデータを管理提供する形
態をとっていたが，組織としてデータ管理に取り
組むこととし，データポリシーが定められた．ま
た，外部委託調査が増えてきたことから，調査に
関する規定がないことも問題視されデータポリ
シー策定の一因となった．

4.3　気象庁航空気象部門のデータ管理
気象庁航空気象部門においては，WMO技術規
則 や ICAO（Inter nat ional  Civi l  Aviat ion 

Organization：国際民間航空機関）第 3付属書で
航空気象業務へ品質管理システムを導入すること
が義務化されており，ISO9001 は取得していない
ものの ISO9001 に沿った品質管理システムを取
り入れている．業務基本計画として品質マニュア
ルを整備し，各業務規則や各プロセスで行う作業
のマニュアルなどは航空気象業務便覧として一覧
になっており，簡単に検索・閲覧できるようになっ
ている．また，品質管理システムは，プロセス手
法や，PDCAサイクルに沿ってシステム化されて
いる．
このシステムのメリットの 1つとしては，近年，
民間へのデータ収集外部委託が増えてきていると
ころだが，その際仕様書に併せて品質マニュアル
を開示し，これに従った運用を委託先に求めるこ
とができるようになること，及び委託先の相違に
よるデータ品質のばらつきを抑えることができる
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ことがあげられる．

4.4　国内のデータ管理の傾向
近年，多くの機関が自機関のみでの観測で解決
せず，データ収集を外部委託したり，他機関から
データ収集を請け負ったりしている．それに伴い，
データの収集方法やその品質管理における規則や
ポリシーの策定が進められている．これらの規定
は，外部に対しても公開されるものであり，包括
的な規定から個別の観測データ種別の規定の多層
構造となっている．また，データの公開・提供に
おいても，データの出所や品質管理状況などを
データに付随させることが成果として求められて
きており，より一層データの品質管理が求められ
る．

5　日本海洋データセンターにおけるデータ品質
管理と課題
オープンサイエンスが世界的な動向になる中
で，NODCsは海洋データ公開の中心となる機関
として期待されている．研究機関等がデータセン
ターを活用するためには，NODCsの活動に関す
る信頼性向上が不可欠であり，IODEにおいて，
それを実現するためのプロジェクトが IODE-

QMFである．
国内的にもオープンサイエンスや観測の外部委
託化等の進展に伴い，データ管理ルールを明確化
する流れになっており，JODCも英国のように，
データを提供する観測機関等から提供・保管まで
の一貫した流れを踏まえた品質管理サイクルの実
現に向けた取組みが求められている．
また，JODCは米国に次ぎ世界で 2番目に多く

のデータを世界海洋データベースに提供してお
り，IODEの主要メンバーとなっている．そのた
め，データ管理及び処理の透明性を高め，信頼性
を向上していく取組が期待されており，IODE-

QMFの取得はこの取組がなされているかを国内
外にアピールできるものである．しかしながら，
個々の QC（Quality Check）のマニュアル等は定
められているが，現状では IODE-QMFをすべて

網羅し，PDCAサイクルに則った一貫性のある品
質管理となっていない．データポリシーについて
も，基本的には UNESCO/IOCのデータポリシー
である無制限・タイムリーの原則に基づいている
ものの，近年のデータポリシーの動向に沿った
データ提供者との間における明確なルールが十分
でなく，更に，データ利用に関してもクリエイティ
ブコモンズのようにデータにおける適正な利用促
進を目的としたデータ共有や二次使用などの意思
表示メタデータを添付するなど近年一般化してき
たルールに対応できてはいない．
そのため，JODCでは，現在海外データセンター
の品質管理の実例や国内関係機関のデータ管理の
事例を調査し，JODCとして求められる品質管理
マニュアルの制定に取組んでいる．
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要　　旨
国際的な海洋データの 2次・3次利用を促進す
る役割を果たしてきた国際海洋データ・情報交換
システム（IODE）では，流通する海洋データの
品質を向上させるために，新たな品質管理の枠組
みを導入した．本報では IODEによる品質管理の
枠組みの概要を紹介すると共に，海洋データを取
り扱う国内外の機関がどのようなデータ管理を
行っているかの事例を報告する．


